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執筆者(敬称略) 

本書ではこんな情報を掲載しています 

 

◎これからのゲノム編集における課題をどのように克服するか？ 

 最新の技術と豊富な活用事例から紐解く！(安全性・有効性・DNA修復・臨床試験・規制と特許の動向など) 
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◆CRISPR-Casシステムの最新の技術動向と活用事例◆ 

 ・限られた情報と知見にとどまらず、新たな解像度を持って、自由に研究・開発を行うための応用方法 

 ・様々な視点から検証するゲノム編集の課題と対策(規制動向・係争問題・消費者の価値観・倫理問題) 

◆切らないゲノム編集とは！？ その技術動向◆ 

 ・DNA二重鎖切断を伴わないこれらのノックイン法  ★ゲノム編集をライフサイエンス分野に活用するための技術動向！ 

 ★iPS細胞を作製する最新技術(より高速に、より均一性を高く)  ★医薬品レギュレーションの視点から考える製品開発 

◆疾患メカニズムの原因解明と医薬分野への応用事例の数々◆ 

 ・発症メカニズムについて不明な疾患・治療法の存在しない疾患の構造を解明し、治療の実現をコーディネートする！ 

◆高糖度トマトや水産養殖など、ホットトピックスに関する理論と技術◆ 

 ・トマトの育種速度の飛躍的な加速を実現      ・養殖魚におけるゲノム編集魚の作出方法      ・ゲノム編集ニワトリ生産によるバイオものづくり技術 
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※本書の目次は裏面をご覧ください。 



             ＜申込要領＞ 
●本書籍は一般書店では取り扱いをいたしておりません。 
右記申込書に必要事項をご記入の上，FAXにてお送りください。 
ホームページからも申込みできます。    https://www.gijutu.co.jp/ 
申込書が届き次第、書籍・請求書をご送付いたします。 
 
●支払方法 
銀行振込または現金書留にてお願いいたします。 
郵便振替はございません。   振込手数料はご負担ください。 
銀行振込の場合，原則として領収書の発行はいたしません。 
 
●お申込・お問い合わせ先 

〒141-0031 
東京都品川区西五反田2-29-5 
日幸五反田ビル8F 
TEL：03-5436-7744（代） 
FAX：03-5436-7745〔申込専用〕 

会社名  

所属  

氏名  e-mail  

住所 

TEL  FAX  

 今後、定期的な案内を希望されない場合、案内方法に×印をお願いいたします。 
 （現在案内が届いている方も再度ご指示ください）     〔   郵送(宅配便)  ・  FAX  ・  e-mail   〕 

【個人情報の利用目的】 ・商品の受付、商品発送、事務処理、アフターサービスのため  
                                  ・今後の新商品・新サービスに関するご案内のため 

 

 詳細な目次・内容の確認、 
購入や試読のお申込みはこちらから 

第1章 ゲノム編集の基礎技術：CRISPR/Cas9の理論と技術 
第1章 ゲノム編集技術を活用する上で押さえておくべき 
    基礎理論とポイント 
第2節 CRISPR/Cas9による遺伝子配列の切断の理論 
第3節 新規ＣＲＩＳＰＲ技術を活用したゲノム編集ツールについて 
第4節 CRISPR/Cas9による 
     ゲノム編集技術を用いたフィラデルフィア染色体の生成 
第5節 DNA二重鎖切断を伴わないゲノム編集 
第6節 クリスパー/キャス9をめぐる特許紛争 
 
 

 
 
 
第2章 医薬品の開発・評価へゲノム編集技術の活用と課題対策 

第1節 新薬開発の各段階におけるゲノム編集技術の活用 
第2節 疾患モデルマウス・解析ツールマウスの作出と 
    解析の技術動向 
第3節 GWASによる疾患研究 
第4節 ゲノム編集iPS細胞を用いた疾患研究および医療応用 
第5節 ヒトiPS細胞における染色体の相同組換えを利用した 
           神経変性疾患解析への応用 
第6節 CRISPR活性化システムを用いたiPS細胞へのリプログラミング 
第7節 ヒト疾患モデルカニクイザルを効率的に作出する基盤の構築 
第8節 非分裂心筋細胞のゲノム編集と難治性心筋症への治療介入 

第3章 遺伝子治療におけるゲノム編集技術の活用と課題対策 
第1節 ゲノム編集技術を用いた遺伝子治療用製品により生じる 
           オフターゲット変異を予測・検出する技術 
第2節 ゲノム編集を活用したCAR-T細胞療法 
第3節 遺伝子組み換え技術のバイオ医薬産生細胞への活用： 
           ゲノム編集技術の応用と展望 
第4節 遺伝子ドーピングの検査手法の開発研究について 
第5節 ゲノム編集技術による遺伝子治療の開発 
第6節 HBVのcccDNAに対する遺伝子治療の開発 
第7節 in vivo 遺伝子治療におけるゲノム編集技術の最新動向 
 

第4章 農業分野へのゲノム編集技術の活用と課題対策 
第1節 ゲノム編集による高糖度トマトの作出 
     およびトマト果実の形の改変 
第2節 シイタケゲノム配列の育種への応用と整備 
第3節 多重ゲノム編集を可能とするHoSeI法とその活用 

第4節 日本におけるゲノム編集生物の各規制について 
第5節 葉緑体と植物ミトコンドリアのゲノム編集 
第6節 植物病原糸状菌のゲノム編集技術 
第7節 遺伝子組換え体検知技術の最新の研究動向 
第8節 微細藻類スマートグリーンセルファクトリーの創生と展望 
第5章 水畜産物分野へのゲノム編集技術の活用と課題対策 
第1節 家畜の雌雄の性決定機構の解析技術 
第2節 乳用牛のゲノム編集による改良と 
     DX・AI技術を有効利用したマーケット革命 
第3節 ヒト抗体医薬大量生産技術へのゲノム編集ニワトリの活用 
第4節 Platinum TALENを用いたアレルゲンの除去技術  
第5節 養殖魚の育種系統とゲノム編集魚の作出方法 
第6節 ゲノム編集における mRNA の活用  
    －海産脊椎動物ホヤにおけるゲノム編集－ 
第7節 水産養殖におけるゲノム編集育種の支援技術としての染色体操作 
第8節 三大穀物間における遺伝資源の相互利用： 
            イネ−コムギ交雑植物とトウモロコシ−コムギ交雑植物 

第6章 有用物質生産技術へのゲノム編集の活用と課題対策 
第1節 ゲノム編集を利用したホモブタノール発酵菌株の開発 
第2節 ショットガンメタゲノム解析の理論と未知微生物へのアプローチ 
第3節 線虫C. elegansを用いたゲノム編集とその利用について 
第4節 発酵産業に使用される糸状菌の研究基盤―白麹菌と鰹節カビを例として― 

第7章 ゲノム編集技術の活用分野を広げるための 
           最新技術＆予測される課題対策 
第1節 ゲノム編集の技術的問題点 
第2節 ゲノム編集におけるオフターゲットの回避と低減 
第3節 切らないゲノム編集の展開 
第4節 切らないゲノム編集技術の開発と疾患原因遺伝子の修復 
第5節 遺伝情報の精密さを100倍以上に向上させるgRNA技術 
第6節 生体内での有効な新しいゲノム編集技術：HITIとその派生技術 
第7節 ゲノム編集動物を作製する上での「正確性」に関する技術と課題 
第8節 ゲノム再編成による遺伝子機能への理解とバイオものづくりへの応用 
第9節 遺伝子改変動物作製における先進技術の開発 
第10節 rGONAD法による遺伝子改変ラットの作製法と 
    摂食抑制ホルモン・ニューロメジンU欠損ラットの表現型の解析 
第11節 CRISPR-KRISPR: 
    ノックイン実験に用いたドナーDNAの挿入領域の同定する方法 
第12節 受精卵を用いたDNAフリーゲノム編集イネおよびトウモロコシの作出 

第8章 ゲノム編集技術における規制と市場動向 
第1節 国内外におけるゲノム編集技術の規制・受容状況 
第2節 倫理問題から考えるゲノム編集の課題 
第3節 ゲノム編集をした製品の動向 
第4節 ゲノム編集食品に関する取扱いルールの経緯とこれから 
第5節 日本と世界の食料安全保障とゲノム編集の課題 
第6節 ゲノム編集技術の特許戦略について 
第7節 発明特許の観点から考えるゲノム編集の知財情報 

「ゲノム編集」（No.2212） 申込冊数   冊  
 定価：８８，０００円(税込)  


